志願兵頌歌[footnoteRef:1] [1:  『總動員』1939年10月号。5首とも、1941年1月に刊行された『同胞に寄す』に収録されている。] 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　李光洙

君のため國の爲ぞといとし子は銃 (つつ)執りてこそいとま乞ひけれ
をゝしさに胸躍らしつ死してなほ譽れあれよと吾祈るかな
すめらぎのめぐみの露に韓 (から)の野も霑ひてこそ吾は立つなれ
百歳 (ももとせ)を生きながらふも善きことにこの身捨つる日えがたしと聞く
わが殘す心は代々に大御代を慕ひまつらむ護りまつらむ
